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は じ め に

わが国で栽培されている主なネギ類には， ネギ， タマ
ネギ， ワケギ， ラッキョウ， ニンニク等がある。 これら
作物のファイトプラズマ (従来はマイコプラズマ様微生
物と称されていた) に起因する病害として， ヒ メフタテ
ンヨコパイ媒介性ファイトプラズマに起因するタマネギ
萎1竜病 (宮原ら， 19 82) の発生が知られているほか， ワ
ケギに黄化萎縮症 (中曽根ら ， 19 82) が大阪府で， ニン
ニクに奇形花症状 (AllAI巴ta1.， 1993) が鹿児島県で発生
したことが報告されている (表ー1)。 しかし， タマネギ
萎黄病以外の病害については媒介虫も不明であり， その
発生分布， 生態等については明らかではない。

ネギは全国的に周 年栽培が行われているが， ファイト
プラズマによる病害の発生は知られていなかった。 しか
し， 1993 年 5月徳島県下で， 翌 年の 6月には埼玉県下
で栽培されているネギに萎黄そう生症状を示す病害が発
生した。 これらの病害は電顕観察， 媒介試験， 接種試験
等からいずれもヒ メフタテンヨコバイ媒介性ファイトプ
ラズマに起因する病害であることが明らかになり， ネギ
萎黄病と命名された (塩見ら， 1996)。 ネギ萎黄病は最
近その発生が確認された病害であり， 発生生態等につい
てはいまだ明らかにされていない点が多いが， 既往の研
究を紹介したい。

I 病 徴と病 原

徳島県で発病が認めら れたネギは， 株わけにより増殖
する株ネギ栽培の品種 (ワケネギ) である。 一方， 埼玉
県で認めら れたネギは 9月 28日播種， 4月 20日定植の

表-1 ネ ギ 類 に 発生して いるファ イ トプラズマ病

病 名 媒 介 虫 発生地域

タ 7 ネ ギ喜��立病 ヒ メ フタ テ ンヨコバ イ 九州各地， 山口，

崎玉， 兵庫， 香川
ワ ケギ黄化委縮症 不 明 大阪
ニンニク奇形花症 不 明 鹿児島
ネギ萎黄病 ヒ メ フタテンヨコノマイ i悲島， 主甘玉
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板深ネギ栽培の品種 (夏帝) である。
両県に発生したネギの病害はよく類似した病微を示し

ており， いずれも萎黄そう生症状であった (図 1)。 ま
ず， や や ねじれた新葉が伸長し， 展開葉の葉色が淡くな
る。 その後， 展開棄は黄化， そう生して， 株全体は萎縮
する。 根深ネギ栽培では， 発病株は春季の土寄せ作業に
より土中に埋まり腐敗するため欠株になる。 症状が軽い
株ではまれに抽苔し， 奇形花を生じることもある。 199 4

図-1 自然発病した ネ ギ ( 品種: ワ ケ ネギ) の病徴

0:発病株. H 健全株

図-2 自然発病した ネ ギ の自市部細胞内に観察さ れ た ファ
イ ト プラズマ粒子 ( x 22，5 00) 



56 植 物 防 疫 第 51 巻 第 2 号 0997 年)

年6月の埼玉県における発病株率は数 %であった。
上述のような症状を示す病株を採集し， 発病葉を常法

により 固定・包埋し， 超薄切片を作り ， 電顕観察を行っ
た。 徳島および埼玉県で採集したネギ発病葉の師管部に
径 100 � 400 11mの大小さまざまなファイトプラズマ粒
子が多数検出された (図- 2)。 形状は球形~だ円形のも
のがほとんどであった。 このような粒子は健全なネギか
らは全く検出されなかった。

E 虫 媒 伝 染

ヒ メフタテンヨコバイ(図 3) およびキマダラヒロヨ
コパイを用いて， 自然発病株から の虫媒伝染を検討し
た。 キマダラヒロヨコパイは 1日あるいは 2日開設会得吸
汁させても全く媒介しなかった。 しかし， ヒ メフタテン
ヨコパイでは， 1日獲得吸汁させた;場合はいずれの接種
株でも発病は認められなかったが， 2日間獲得吸汁させ
た場合， 両株とも低率ながら発病し， シュンギクへの媒
介が認められた (表-2)。

本病の発生が認められた埼玉県の園場周辺でヒ メフタ
テンヨコバイの成虫を採集し， シュンギクへ個体接種を
行い媒介虫率を調べた。 19 9 4 年6月に採集した成虫は
0 % (0 株/ 33 株) であったが， 同年 11月に採集した成

表-2 自然発病した ネ ギ萎災病株か ら の虫媒伝染

採集地 供試ヨ コ ノfイ

徳島 ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ ノ マイ

キマダラヒロヨ コ ノfイ

崎玉 ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ ノfイ

獲 得 発病株数/

l汲汁期間 接種株数

lEl 0/8"' 

2日 1/7 

lEl 0/8 

2日 0/7 

1日 0/ 6 

2 EI 1/9 

川:接種植物 には シ ュ ン ギ ク を用い， ヒ メ フ タ テ ン ヨ

コ バイ はl汲汁虫10頭を， キマダラヒロヨ コ バ イ は

5頭を7 日 間接種 し た.

図-3 媒介虫のヒ メ フタ テ ンヨ コ バ イ 成虫 ( ♀)

虫では3 .5%(2株/57株) の媒介虫率を示した。

皿 宿 主 範 囲

徳島県および埼玉県に発生したネギ萎黄病ファイトプ
ラズマの宿主範囲を， 11科 23 種の植物への虫媒接種に
より 検討した。 両分離 株は同ーの宿主範囲を示し， ホウ
レンソウ， カプ， タネツケノfナ， トマト， レタス， シュ
ンギク， ミツノむニンジン， セルリー， エンドウ， ニホ
ンカボチャ， ネギ， タマネギ， カヤツリグサ等を発病さ
せたが， セイヨウカボチャ， キュウリでは発病が認めら
れなかった。 発病した植物の病徴は展開業や茎の黄化，
株全体の萎縮， そう生症状等ファイトプラズマによる病
害に特有のものであった。 また， 分離 株による病徴の差
異は認められなかった。 ネギでの病徴は新薬のねじれ，
展開葉の黄化， 株全体の萎縮， そう生症状等であり ， 自
然発病株での病徴と同一であった。 両分離 株の宿主範囲
は既に報告されているタマネギ萎黄病， トマト萎黄病，
セリ萎黄病， ナス萎縮病等の病原ファイトプラズマの宿
主範囲とほぽ一致し， 発病植物の病徴にも大きな差異は
認められなかったことから， ネギ萎黄病は， これらの病
原と同ーか近縁なファイトプラズマに起因するものと考
えられた。

また， 埼玉県のネギ萎黄病が発生した園場に隣接して
栽培されていたタマネギに， 株全体の萎縮， 黄化， そう
生症状等を示す株が認められた。 これらの発病株は電顕
観察により ファイトプラズマ粒子が検出され， またヒ メ
フタテンヨコパイにより シュンギクへ伝搬すること等か
ら， タマネギ萎黄病であることが明らかになった。

W 伝 染 環

ネギ萎黄病については明らかではないが， 同一媒介虫
で媒介され， 栽培様式等の点で類似するタマネギに発生
する萎黄病ファイトプラズマ等についてはいくつかの報
告がある。

媒介虫のヒ メフタテンヨコバイは卵態で越冬し， 東北
地方では年 3 � 4回， 関東以西では 4 �5回発生する。 フ
ァイトプラズマは経卵伝染しないため， 病害を媒介する
には世代交代のたびに感染植物から 病原を獲得吸汁しな
ければならない。 越冬卵からふ化した幼虫は， 前年の秋
に感染したのち越冬し， 温度の上昇に伴い春季に発病し
た第一次伝染源から 獲得吸汁しなければなら ない。 越冬
し， 伝染源になる植物の種類は少ない。 このため， 第一
次伝染源になる感染した越冬植物の多少が， その年の初
発生には重要な役割jを果たしていると推察される。 ミツ
バ， セリ等感染後越冬する作物があれば， その発病株が
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伝染源に な る が， ネ ギ圃場に隣接 し て こ れ ら 作物が栽培

さ れて い る 例 は 少 な い 。 ま た ， ネ ギ発病株か ら の媒介虫

に よ る 戻 し 接種が困難 な こ と か ら ， ネ ギ の発病株が伝染

源 と な る 可能性 は低い と 考 え ら れ る 。 こ の た め， ネ ギ萎

黄病の発生 に は， 圃場周辺 に 自生 し て い る 雑草が媒介虫

の発生や フ ァ イ ト プ ラ ズ マ の伝染源 と し て重要な役割 を

果た し て い る と 推察 さ れ る 。 ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ バ イ 媒介

性 フ ァ イ ト プ ラ ズ マ に よ り 自然発病が確認 さ れて い る 主

な雑草 と し て ， ミ ミ ナ グサ， タ ネ ツ ケ パナ ， シロ クロー

パ， セ リ ， タ ガ ラ シ ， ノ ゲ シ， カ ヤ ツ リ グサ等が報告さ

れて い る (岩 波 ・ 加藤. 1988 ;杉浦 ら . 1983 ;脇部 ・ 宮

原. 1984) 。 脇部 ・ 宮 原 (1986) は， タ マ ネ ギ萎黄病 に

感染 し た タ ネ ツ ケ パナ か ら 春季 に幼虫のふ化 を観察 し て

い る 。 タ ネ ツ ケ パナ ， ノ ゲ シ で は ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ パ イ

がよ く 生育 し ， ま た 容易 に感染す る こ と か ら ， 秋 に感染

し， 越冬す る こ れ ら の雑草が第一次伝染源 と し て重要な

役割 を果た し て い る も の と 推察 さ れ る 。 ま た ， 脇部 ・ 宮

原 (1985) は. 7 月 ご ろ に な る と ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ パ イ

の 好適 な 食餌植物 で あ る カ ヤ ツ リ グ サ， コ ゴ メ ガ ヤ ツ

リ ， ヒ ン ジ カ ヤ ツ リ 等 カ ヤ ツ リ グサ科の雑草の群落で ヒ

メ フ タ テ ン ヨ コ バイ の個体数が増 え ， ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ

バ イ の媒介虫率が高 い こ と ， カ ヤ ツ リ グサ科雑草が感染

し て い る こ と を 明 ら か に し て お り ， カ ヤ ツ リ グサ科の雑

草が媒介虫 の生育や フ ァ イ ト プ ラ ズ マ の伝染源 と し て 夏

季の 主要な役割 を 果 た し て い る も の と 考 え ら れ る 。 自然

発病 し た カ ヤ ツ リ グ サ で の 病徴 は， 草丈がや や 低 く な

り ， 葉色 も や や淡 く な る が， そ の程度 は軽 く ， 病徴か ら

感染 し て い る か否か を判断す る の は 困難 な場合が多 い。

V 防 除 対 策

20%. 7 日 目 で 3%. 幼虫 で は 2 日 目 で 57%. 4 日 目 で

7% と な り . 5 日 目 に は 生存 し て い る 個体 は 認 め ら れ な

く な っ た

自然発病植物 か ら の 獲得吸汁 は， 表 - 11こ示 し た よ う

に発病 タ マ ネ ギ か ら と 同様 に 非常 に 困難であ り ， 発病株

が伝染源 と な り 得 る 可能性 は 低 い も の と 思わ れ る 。 し か

し ， タ マ ネ ギ萎黄病 フ ァ イ ト プ ラ ズ マ を保毒 し た ヒ メ フ

タ テ ン ヨ コ バ イ を ネ ギ に 個 体 接 種 す る と 発 病株率 は

72% ( 18 株/24 株) を 示 し ， シ ュ ン ギ ク での 発病株率の

75% (18 株/24 株) と 差が認 め ら れな い 。

ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ バ イ の個体数 は 9�1 1 月 が年聞 を 通

し て 最 も 多 く ， ま た ， 媒介虫率が最 も 高 い 時期 に 当 た

り ， 感染 の 機 会 が 多 い と 考 え ら れ て い る (宮 原 ら ，

1982 ;脇部. 1986) 。 田 中 ら (1984) は タ マ ネ ギ の 育苗

床 を寒冷紗 で被覆 し ， そ の後同一圃場 に タ マ ネ ギ を定植

し発病 を調べ， 苗床被覆 に よ り 高 い 防除効果が得 ら れ る

こ と を報告 し て い る 。 徳島 お よ び 埼玉で ネ ギ での 発病が

観察 さ れた の は 5�6 月 で あ る こ と か ら ， 秋季 に 感染 し

た後越冬 し ， 温度 の上昇に 伴 い翌年の春季 に 発病 し た も

の と 推察 さ れ る 。 こ の た め ， ネ ギ の 育苗期が秋季 に 当 た

る 栽培で は育苗圃等での保毒 ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ パ イ に よ

る 感染を 防 ぐ必要があ る 。 ネ ギ に お い て も ， タ マ ネ ギ萎

賞病の場合 と 同様 に育苗床 を寒冷紗 で被覆す る こ と は 有

効な 防除手段のーっ と 考 え ら れ る の で， 今後の研究が待

た れ る 。 前述 し た よ う に ， ネ ギ萎黄病 フ ァ イ ト プラ ズ マ

の伝染環 に は 園場周辺 に 自生 し て い る 雑草が重 要 な 役割

を果た し て い る も の と 考 え ら れ る 。 こ の た め伝染源や媒

介虫 の増殖場所 と な る 雑草 の 防除 も 重要 で あ る 。

100 病害抵抗性品種の利 用 は 最 も 重要な 防除手段の一 つ で

あ る が， ネ ギ萎黄病 フ ァ イ ト プ ラ ズ マ での試験例 は見当

た ら な い。 同一病原 と 考 え ら れ る タ マ ネ ギ萎黄病 フ ァ イ 生 50 
ト プ ラ ズ マ 分離株 を 用 い て ネ ギ品種への 虫媒接種 を 行 っ

た 結果， 供試 し た ネ ギ 8 品 種 (石倉一本太， 伯 州 一本

太， 一文字黒昇一本太， 九条太， 九条細， 岩 槻， 清滝，

越谷黒一本太) は い ずれ も よ く 発病 し ， 抵抗性 と 思わ れ

る 品種 は認め ら れ な か っ た 。 こ の点 に つ い て は今後 さ ら

に 多 く の 品種 を 用 い て の検討が必要であ る 。

脇部 ら (1983) は， 媒介虫 であ る ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ バ

イ の成虫お よ び 3 齢幼虫の ネ ギ上での生存期間 を シ ュ ン

ギ ク と 比較 し て い る (図-4) 。 その 結 果 に よ る と ， シ ュ

ン ギ ク 上 で は 7 日 目 で も 生 存 率 が 高 く ， 成 虫 で は

90%. 幼虫 で は 80% の 個体が生存 し て い た 。 ネ ギ 上 で

は 生存 率 が 低 く ， 成 虫 で は 2 日 目 で 50%. 4 日 目 で

存
。

率 100r 雪一一一噌---、 • • ... ーーーー-4・
シュンギク(

%)

 

幼 虫
50 

ネ ギ
。ーーー・

3 5 6 
飼 育 日 数

7 

図 - 4 ヒ メ フ タ テ ン ヨ コ バ イ の ネ ギ お よ び シュ ン ギ ク 上

での生存
各区 と も 10頭ずつ を供試 し . 3反復で行っ た
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お わ り に

フ ァ イ ト プ ラ ズ マ 病 に 感染 し た 作物 に ， 実用的な薬剤

は現在の と こ ろ 見 当 た ら な い。 フ ァ イ ト プ ラ ズ マ病は，

発生 し て い る 地域 に 特有の媒介虫の発生消長 と 病原の伝

染源 に な る 作物や雑草の発病植物 と で伝染環が形成 さ れ

て発生 し て い る と 考 え ら れ る 。 前述 し た よ う に ネ ギ は容

易 に 萎黄病 フ ァ イ ト プ ラ ズ マ に感染 し 発病す る が， 発病

ネ ギが伝染源 に な る 可能性 は低い と 考 え ら れ る 。 ネ ギ萎

黄病の伝染源 は 圃場周辺 に 自 生 し て感染 し て い る 雑草で

あ り ， 媒介虫 も こ こ で生息 し て お り ， ネ ギが栽培 さ れ る

と 飛来 し感染 さ せ て い る と 推察 さ れ る 。 こ の た め本病の

防除 は， 感染を 回避す る と と も に 圃場周辺の雑草 を防除

す る な ど の耕種的方法 を 中心 に ， 殺虫剤散布 を組み合わ

せ た 防除技術 を考 え る 必要が あ る 。 こ の た め ， 防除対策

を 考 え る に は ， 媒介虫 の 生活史 を 明 ら か に す る と と も

に ， 病原 フ ァ イ ト プ ラ ズ マ の生活環 を 明 ら か に す る こ と

が必要であ る 。 こ れ ら を 明 ら か に し た 後， そ れぞれの発

生地 に合 っ た 防除対策の確立が期待 さ れ る 。
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掛 【注意報の一覧】計7件

発表月日 県名 作物名 病害虫名

1 1/ 2  6 宮 崎 イ チ ゴ う ど ん こ 病
1 1/ 2 6 宮 崎 イ チ ゴ ノ、ダニ類
1 1/ 2 9 大 分 イ チ ゴ ノ、ダニ類 ( カ ン ザ ワ ， ナ ミ )
1 1/ 2 9 大 分 イ チ ゴ う ど ん こ 病
1 2/ 0 2 沖 縄 野菜， 果樹 シ ロ ガ シ ラ
1 2/ 2 6 三 重 イ チ ゴ ハ タ eニ類 ( カ ン ザ ワ ， ナ ミ )

1/ 0 7 沖 縄 施設ナ ス ノ、ダニ類 ( ナ ミ ， ニ セ ナ ミ ハ ダニ )

【特殊報の一覧】計9件

発表月日 県名 作物名 病害虫名

1 1/ 1 8 香 川 宿根かす み そ う う どん こ 病
1 1/ 1 8 長 崎 ト マ ト ト マ ト 黄化萎縮病 (TLCV)
1 1/ 2 6 長 野 市首 イ ネ 菌立枯細菌病
1 1/ 2 8 秋 田 キ ク ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
1 2/ 2 5 沖 縄 マ ン ゴ ー マ ン ゴ ー ツ ブカ イ ガ ラ ム シ
1 2/ 2  5 沖 縄 マ ン ゴー マ ン ゴー ハ ダニ
1 2/ 2 6 高 知 キ ュ ウ リ ， メ ロ ン ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス
1 2/ 2 6 高 知 ス タ ー チ ス ト マ ト 黄化 え そ 病

2/ 0 6 沖 縄 さ と う き び オ ン シャ ワ タ ア ブ ラ ム シ
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